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上：センダングサの花でひなたぼっこをしているリュウキュウミスジ。

リュウキュウミスジ（メモ）ØØØ

○翅を広げると６㌢くらいになる中型のチョウで
す。黒地に３本の白い横帯が目立ちます。
○森川公園では普通に見るチョウで、５月くらい
からは飛んでいます。主には日陰と日向の間く
らいの場所で、明るいところと暗い所を行った
り来たりしています。

○森の川の泉の周りや、ウガンヌカタの前の広場、
ソテツ広場の周り、モクマオウのトンネル道な
どで見られます。動きが速いので、よく見るこ
とが大切です。
○食草はタイワンクズなどのマメ科の植物です。
食草を見つけたら、葉っぱをよく観察してみる
と、幼虫や卵を見つけることができます。
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緑の公園には、不思議が
いっぱい見つかります。

（31）駐車場で見つけたエビフライの謎

森川公園の駐車場で、何気なく地面を見
ていたときです。おやっ！！と思う物を見
つけました。それが左の写真です。見た目
は、ちっちゃいエビフライにも見える謎の
物体。皆さんは何だと思いますか？。
実は、これは松ぼっくりの実です。とい

っても、本来の松ぼっくりではなくて、ネ
ズミがかじった松ぼっくりです。ドブネズ
ミかクマネズミ、おそらくはクマネズミが、
リスのように松ぼっくりをかじって食べ、
その後すてた物です。その見た目から、通
称森や公園のエビフライといわれています。
あまり姿は見かけませんが、森川公園にも
ネズミはいるのですね。

(上)：駐車場で見つけたリュウキュウマツの食べ残し。

～ ホウビカンジュ ～

○沖縄島では、日当たりのよい開けた
場所や、中南部の石灰岩地でよく見
られます。

○森川公園の駐車場から、右手の遊歩
道をのぼり、上の広場に上がる手前
のカーブのあたりの石垣に多く生え
ています。

○木の幹や岩の上によく生えていま
す。茎は根のようになっているので、
見た目は、直接木の幹や岩から葉が
生えているように見えます。葉の長
さは１～２ｍで、羽のような形をし
ています。 上:上の広場手前の石灰岩の大きな岩に生えているホウビカンジュ。
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博物館で森川公園の見取り図をもらって、
自分が見つけた動物や植物をメモしていこう！
疑問や質問があったら、博物館の職員にいろいろ聞いてみてね。
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